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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月13日(2016.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浴槽内に目標湯温の浴槽水を供給して湯張を完了する湯張運転手段を設け、
　浴槽内の浴槽水が循環される浴槽水循環回路を構成する熱源機内の流路に、浴槽水循環
手段と当該浴槽水循環回路内を流れる浴槽水を加熱する浴槽水加熱手段とを備え、浴槽水
を追焚する追焚運転を行う追焚運転手段を設けた風呂追焚システムであって、
　前記浴槽水加熱手段より上流側の熱源機内の流路部位に、内部を流れる浴槽水の温度を
検出する浴槽水戻り温度検出手段を備え、
　湯張完了後の追焚運転における浴槽内の浴槽水の循環開始に伴って、前記浴槽水戻り温
度検出手段により検出される浴槽水温度が、浴槽用戻路内の温度から推定される低温側温
度から浴槽内の浴槽水の温度から推定される高温側温度に上昇する戻り水温度上昇タイミ
ングを検出する戻り水温度上昇タンミング検出手段の検出結果に基づいて、前記浴槽水循
環手段の作動条件と、前記浴槽内の浴槽水の循環開始のタイミングである循環開始タイミ
ングと前記戻り水温度上昇タイミングとの差に基づいて、前記浴槽水循環回路の配管延長
を推定する第１配管延長推定手段、
　若しくは、
　湯張完了後の追焚運転における浴槽内の浴槽水の循環開始に伴って、前記浴槽水戻り温
度検出手段により検出される浴槽水温度が最低となった時点からの昇温速度により前記浴
槽水循環回路の配管延長を推定する第２配管延長推定手段を備えた風呂追焚システム。
【請求項２】
　前記第１配管延長推定手段若しくは第２配管延長推定手段により推定される前記配管延
長に基づいて、次回以降の追焚運転時における前記浴槽水循環手段の能力を決定する浴槽
水循環手段能力決定手段を備えた請求項１記載の風呂追焚システム。
【請求項３】
　前記浴槽水循環手段能力決定手段は、推定される前記配管延長に基づいて、前記循環開
始タイミングに対して目標となる目標タイミングに、浴槽水温度を設定湯温に到達するよ
うに、前記浴槽水循環手段の能力を決定する請求項２記載の風呂追焚システム。
【請求項４】
　前記追焚運転において、前記戻り水温度上昇タイミング以降の戻り水温度の上昇傾向に
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従って、前記上昇傾向を予め設定された上昇傾向限界になるまで、前記浴槽水循環手段の
能力を上昇させる形態で、前記浴槽水循環手段の能力を調整する浴槽水循環手段能力調整
手段を備えた請求項１～３の何れか一項記載の風呂追焚システム。
【請求項５】
　前記浴槽水循環手段能力調整手段による前記浴槽水循環手段の能力の調整に関して、前
記浴槽水循環手段の最大能力が設定されており、前記浴槽水循環手段の最大能力が、調整
の上限とされる請求項４記載の風呂追焚システム。
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